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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムであって、
　トップヘッドおよびボトムヘッドを備える槽と、
　ボトムヘッドノズルと、
　前記槽内に配置される少なくとも１つのフロー許容面を有し、かつ前記ボトムヘッドノ
ズルの入口を取り囲む下部分配器と、
　前記下部分配器の底部分と前記ボトムヘッドノズルとの間のフロー間隙とを備えており
、
　前記下部分配器は、液体を前記槽から前記ボトムヘッドノズル内へ排出させ、かつ前記
槽内に配置される固形媒体を前記下部分配器に近接して保持させるに足る大きさを有する
前記フロー間隙を提供するように、前記槽内へ配置される、システム。　
【請求項２】
　前記少なくとも１つのフロー許容面は、ガスの流れの少なくとも一部を前記ボトムヘッ
ドノズルの軸に対して直角方向に分配するように構成される、請求項１に記載のシステム
。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのフロー許容面は、ガスの流れの少なくとも一部を前記ボトムヘッ
ドノズルの前記軸に対して平行方向に分配するように構成される、請求項２に記載のシス
テム。
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【請求項４】
　前記下部分配器は、前記ボトムヘッドノズルの入口に最も近い前記フロー許容面の最下
縁の下を延びるように構成される、少なくとも１つの構造的支持フィンをさらに備える、
請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの構造的支持フィンは、前記ボトムヘッドノズルへ取り付けられる
、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記下部分配器は、前記ボトムヘッドノズルの軸に対して直角に質量流量の７５％から
１００％を提供し、かつ前記ボトムヘッドノズルの前記軸に対して平行に前記質量流量の
０％から２５％を提供するように構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記下部分配器は、前記槽内へ配置され、かつ、前記少なくとも１つのフロー許容面を
介して前記質量流量の７５％から９５％を提供し、かつ前記フロー間隙を介して前記質量
流量の５％から２５％を提供するように構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　トップヘッドノズルと、
　前記槽内に前記トップヘッドノズルに近接して配置される上部分配器とをさらに備える
、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記上部分配器は、ガスの流れの少なくとも一部を前記トップヘッドノズルの軸に対し
て直角方向に分配するように構成される１つまたは複数のフロー許容機能を備える、前記
トップヘッドノズルと流体連通する流管を備える、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　圧力スイングまたは温度スイング吸着システムであって、
　トップヘッドおよびボトムヘッドを備える槽と、
　ボトムヘッドノズルと、
　前記槽内に配置される吸着媒体と、
　前記槽内に配置され、かつ前記ボトムヘッドノズルの入口を取り囲む下部分配器とを備
え、
　前記下部分配器は、
　　少なくとも１つのフロー許容面と、
　　前記ボトムヘッドノズルへ取り外し可能に取り付けられる少なくとも１つの構造的支
持フィンとを備える、圧力スイングまたは温度スイング吸着システム。
【請求項１１】
　前記構造的支持フィンは、前記ボトムヘッドノズルの入口に最も近い前記フロー許容面
の最下部分の下を延びて前記ボトムヘッドノズル内へ至り、かつ前記下部分配器を前記ボ
トムヘッドノズルの中央に置くように構成される、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記構造的支持フィンの頂部は、前記少なくとも１つのフロー許容面に対する構造的支
持を提供する、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記下部分配器は、
　２つ以上の穿孔されたプレート部分であって、上部フランジ部分、底部フランジ部分お
よび垂直部分の周縁を画定する２つの垂直フランジ部分を含む、２つ以上の穿孔されたプ
レート部分と、
　前記２つ以上の穿孔されたプレート部分の前記上部フランジ部分へ接続される穿孔され
た上部プレート部分と、を備える、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記２つ以上の穿孔されたプレート部分および前記穿孔された上部プレート部分の穿孔
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の直径は、前記吸着媒体の直径より小さい、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記２つ以上の穿孔されたプレート部分は、六角柱形状、八角柱形状または円筒形状の
構造体を形成するために、個々の垂直フランジ部分で連接される、請求項１３に記載のシ
ステム。
【請求項１６】
　前記下部分配器は、前記ボトムヘッドの内部に近接する前記下部ヘッドノズルの内径よ
り大きい平均外径を有する、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記構造的支持フィンは、前記底部フランジ部分の下を延びて前記ボトムヘッドノズル
内へ至り、かつ前記下部分配器を前記ボトムヘッドノズルの中央に置くように構成される
、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記構造的支持フィンの頂部は、前記穿孔された上部プレート部分に対する構造的支持
を提供する、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記２つ以上の穿孔されたプレート部分の前記底部フランジ部分と前記槽の前記ボトム
ヘッドの内面との間のフロー間隙をさらに備える、請求項１３に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記ボトムヘッドと前記下部分配器との間の前記フロー間隙の大きさは、前記槽内に前
記吸着媒体を保持し、かつ液体が前記槽から前記ボトムヘッドノズルを介して排出される
流域を提供するように構成される、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記下部分配器は、
　前記穿孔された上部プレート部分を介して質量流量の０％から２５％を、
　前記垂直部分を介して前記質量流量の５０％から９５％を、かつ、
　前記フロー間隙を介して前記質量流量の５％から２５％を、提供するように構成され、
　これらの範囲は、前記ボトムヘッドノズルから前記槽内部へ流れて前記吸着媒体に接触
する、またはこの逆における合計質量流量を基礎として、合計１００％になる、請求項１
９に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記下部分配器は、前記槽内に、前記ノズル下流側におけるボトムヘッドノズルの内径
の５つ分内で少なくとも０．９の均一性指数を有するフローを提供するように構成される
、請求項１０に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記下部分配器は、前記ボトムヘッドノズルの軸に対して直角に質量流量の７５％から
９９％を提供し、かつ前記ボトムヘッドノズルの前記軸に対して平行に前記質量流量の１
％から２５％を提供するように構成される、請求項１３に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記穿孔された上部プレート部分は、平板を備える、請求項１３に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記穿孔された上部プレート部分は、１つまたは複数の球形または楕円形部分を備える
、請求項１３に記載のシステム。
【請求項２６】
　トップヘッドノズルと、
　前記槽内に前記トップヘッドノズルに近接して配置される上部分配器とをさらに備える
、請求項１０に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記上部分配器は、ガスの流れの少なくとも一部を前記トップヘッドノズルの軸に対し
て直角方向に分配するように構成される１つまたは複数のフロー許容機能を備える、前記
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トップヘッドノズルと流体連通する流管を備える、請求項２６に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記上部分配器は、液体が前記上部分配器から前記槽内へ排出されることを可能にする
１つまたは複数の穿孔を備える下部キャップ部分をさらに備える、請求項２７に記載のシ
ステム。
【請求項２９】
　前記ボトムヘッドノズルは、前記槽から液体を排出するように前記入口へ向かって傾斜
する、請求項１３に記載のシステム。
【請求項３０】
　槽の下部ヘッド内で用いるための分配器であって、
　少なくとも１つのフロー許容面と、
　前記少なくとも１つのフロー許容面へ構造的支持を提供し、前記分配器からの負荷を前
記分配器が配置される槽ノズルへ伝達し、かつ前記槽ノズルへ取り外し可能に取り付けら
れるように構成される少なくとも１つの構造的支持フィンとを備える、分配器。
【請求項３１】
　槽の下部ヘッド内で用いるための分配器であって、
　２つ以上の穿孔されたプレート部分であって、上部フランジ部分、底部フランジ部分、
および垂直部分の周縁を画定する２つの垂直フランジ部分を含む、２つ以上の穿孔された
プレート部分と、
　前記２つ以上の穿孔されたプレート部分の前記上部フランジ部分へ接続される穿孔され
た上部プレート部分とを備える、分配器。
【請求項３２】
　前記垂直フランジ部分間に配置される構造的支持フィンをさらに備える、請求項３１に
記載の分配器。
【請求項３３】
　前記構造的支持フィンは、前記底部フランジ部分の下を延びて槽のボトムヘッドノズル
内へ至り、かつ前記分配器を前記ボトムヘッドノズルの中央に置くように構成される、請
求項３２に記載の分配器。
【請求項３４】
　前記構造的支持フィンの頂部は、前記穿孔された上部プレート部分に対する構造的支持
を提供する、請求項３３に記載の分配器。
【請求項３５】
　フローを槽内へ分配する際に用いるための分配器であって、
　前記分配器を介するフローを許容する１つまたは複数の開口を含む垂直部分と、
　前記垂直部分へ接続される、前記分配器を介するフローを許容する１つまたは複数の開
口を含む上部プレート部分と、
　前記垂直部分および前記上部プレート部分へ接続される１つまたは複数の構造的支持フ
ィンとを備え、
　前記構造的支持フィンは、前記分配器に対する構造的支持を提供し、かつ前記分配器か
らの負荷を前記分配器が配置される槽ノズルへ伝達するように構成され、
　前記分配器は、当該分配器の底部分と前記槽のボトムヘッドノズルとの間にフロー間隙
を形成するように構成され、
　前記分配器は、前記１つまたは複数の開口を含む垂直部分および前記上部プレート部分
を介して質量流量の７５％から９５％を提供し、かつ前記フロー間隙を介して前記質量流
量の５％から２５％を提供するように構成される、分配器。　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示する実施形態は、概して、フローを槽内へ分配するためのデバイスに関
する。より具体的には、本明細書に開示する実施形態は、フローを圧力スイングまたは温
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度スイング吸着システム内で分配するための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　圧力スイング吸着（ＰＳＡ）は、ガス混合物を分留して少なくとも１つの精製された製
品ガスおよびラフィネート副産物混合物を提供するために使用される技術である。ＰＳＡ
は、とりわけ、水素を他のガスから分離し、空気から酸素と窒素を分離し、また天然ガス
からヘリウムを分離するために良好に用いられてきた。
【０００３】
　ＰＳＡシステムは、ガスを分離するための吸着剤を含む複数の槽を含む場合がある。
槽は、上部および下部ヘッドを含む場合があり、これら上部ヘッドおよび下部ヘッドを貫
通して流管または流量ノズルが配置される。
【０００４】
　ＰＳＡプロセスの間、吸着槽は、とりわけ、送込み、均圧、製品昇圧、向流排出および
パージを含む、様々な段階の循環プロセスを経る。循環プロセス中のフローは、吸着床を
介して上側へ、および吸着床を介して下側へ通り抜けるガスの流れを含む。循環プロセス
中のフローは、高速圧力および／または温度スイングを介して進み、例えば、槽ノズルに
おけるフローは、ある方向には高圧であって、続いて反対方向では低圧になることがある
。
【０００５】
　吸着槽の上部および下部ヘッドにおけるノズルを介した吸着の損失を防止するために、
スクリーンまたは他のデバイスが使用されている。先行するスクリーンの一例には、「バ
スケット」形に配置される溶接金属棒のシステムが含まれる。別の例として、フローを通
すようにカットされた穿孔または通路を有する円錐形または円筒形の鋼板が圧力シェルへ
溶接される。さらに、ワイヤメッシュで覆われ、トレイの下に大きい空所を有するトレイ
も使用されている。これらの設計および他の様々な設計は、吸着槽へ応力を与えることが
あり、とりわけ、溶接による液溜まりおよび欠陥等に起因して侵食または腐食する場合が
ある。事例によっては、難流動性の分配装置は、高度に局所化された曲げ応力を引き起こ
しており、これにより、吸着槽にひびが入る結果となっている。この曲げ拘束問題は、と
りわけ、水素、硫化水素、シアン化水素およびアンモニアを含む混合体等の脆化流体を処
理するシステムにおいて特に顕著である。さらに、これらの様々な設計は、非実際的であ
る場合があり、または、一旦現場に槽が設置されると交換が困難である場合がある。この
さらなる限定は、分配器内部の細目スクリーンの詰まり、分配器に隣接するビーズ充填床
媒体の詰まり、槽へ付着されるバルブまたは配管の突然の故障、またはこれらの原因の組
合せ、に起因して生じ得る高い瞬間圧力勾配に対処する圧縮強さを欠く設計においては、
特に有害である。吸着槽の、圧力槽技術ではヘッドと称されるドーム形エンドカバーの内
面へ溶接されるもの等の圧潰に耐えるほど堅い分配手段は、特に、局所化された曲げ応力
を生じさせる傾向もあって、これにより、フロー分配装置内だけでなく、圧力槽の主たる
圧力保持面、即ちヘッドまたはシェル内にも亀裂が生じる可能性がある点は、特に厄介で
ある。このような亀裂は、不都合にも漏れを生じさせ、これにより、処理される流体に、
例示的な危険性のうちでもとりわけ可燃性、毒性または窒息に起因する危険性があれば、
安全面に重大な危険が生じる場合がある。
【クレームする実施形態の概要】
【０００６】
　ある態様において、本明細書に開示する実施形態は、槽と、フローを槽の下側部分へ分
配するための分配器と、を含むシステムに関する。本システムは、トップヘッドおよびボ
トムヘッドを備える槽と、ボトムヘッド送込み／流出ノズル（ボトムヘッドノズル）と、
を含んでもよい。槽内には、少なくとも１つのフロー許容面を有する下部分配器が配置さ
れ、ボトムヘッド送込み／流出ノズルの入口を取り囲む。下部分配器の底部分と、ボトム
ヘッド送込み／流出ノズルとの間には、フロー間隙が形成される。
【０００７】
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　実施形態によっては、下部分配器は、液体を槽からボトムヘッド送込み／流出ノズル内
へ排出させ、かつ槽内に配置される吸着剤または触媒等の固形媒体を下部分配器に近接し
て保持するに足る大きさを有するフロー間隙を提供するように、槽内へ配置される。
【０００８】
　実施形態によっては、少なくとも１つのフロー許容面は、ガスの流れの少なくとも一部
をボトムヘッド送込み／流出ノズルの軸に対して直角方向に分配するように構成される。
この少なくとも１つのフロー許容面は、ガスの流れの少なくとも一部をボトムヘッド送込
み／流出ノズルの軸に対して平行方向に分配するように構成されてもよい。
【０００９】
　また、下部分配器は、ボトムヘッド送込み／流出ノズルの開口に最も近いフロー許容面
の最下縁の下を延びるように構成される、少なくとも１つの構造的支持フィンも含んでも
よい。実施形態によっては、構造的支持フィンは、ボトムヘッド送込み／流出ノズルへ、
取り外し可能な取り付け方法等で取り付けられる。
【００１０】
　下部分配器は、一部の実施形態において、ボトムヘッド送込み／流出ノズルの軸に対し
て直角に質量流量の７５％から１００％を提供し、かつボトムヘッド送込み／流出ノズル
の軸に対して平行に質量流量の０％から２５％を提供するように構成される。他の実施形
態において、下部分配器は、槽内へ配置され、かつ、少なくとも１つのフロー許容面を介
して質量流量の７５％から９５％を提供し、かつフロー間隙を介して質量流量の５％から
２５％を提供するように構成される。
【００１１】
　また、本システムは、トップヘッド送込み／流出ノズルと、槽内にトップヘッド送込み
／流出ノズルに近接して配置される上部分配器と、を含んでもよい。上部分配器は、ガス
の流れの少なくとも一部をトップヘッド送込み／流出ノズルの軸に対して直角方向に分配
するように構成される１つまたは複数のフロー許容機能を備える、トップヘッド送込み／
流出ノズルと流体連通する流管を含んでもよい。
【００１２】
　別の態様において、本明細書に開示する実施形態は、圧力スイングまたは温度スイング
吸着システムに関する。本システムは、トップヘッドおよびボトムヘッドを備える槽と、
ボトムヘッド送込み／流出ノズルと、槽内に配置される吸着媒体と、槽内に配置されてボ
トムヘッド送込み／流出ノズルの入口を取り囲む下部分配器とを含んでもよい。下部分配
器は、少なくとも１つのフロー許容面と、ボトムヘッド送込み／流出ノズルへ取り外し可
能に取り付けられる少なくとも１つの構造的支持フィンと、を含んでもよい。
【００１３】
　構造的支持フィンは、ボトムヘッド送込み／流出ノズルの開口に最も近いフロー許容面
の最下部分の下を延びてボトムヘッド送込み／流出ノズル内へ至り、かつ下部分配器をボ
トムヘッド送込み／流出ノズルの中央に置くように構成されてもよい。また、構造的支持
フィンの頂部は、少なくとも１つのフロー許容面に対する構造的支持も提供してもよい。
【００１４】
　実施形態によっては、下部分配器は、２つ以上の穿孔されたプレート部分であって、上
部フランジ部分、底部フランジ部分および垂直部分の周縁を画定する２つの垂直フランジ
部分を含む２つ以上の穿孔されたプレート部分と、２つ以上の穿孔されたプレート部分の
上部フランジ部分へ接続される穿孔された上部プレート部分と、を備える。２つ以上の穿
孔されたプレート部分および穿孔された水平プレート部分の穿孔の直径は、吸着媒体の直
径より小さくてもよい。
【００１５】
　構造的支持フィンは、底部フランジ部分の下を延びてボトムヘッド送込み／流出ノズル
内へ至り、かつ下部分配器をボトムヘッド送込み／流出ノズルの中央に置くように構成さ
れてもよい。また、構造的支持フィンは、分配器からの負荷を槽および／または送込み／
流出ノズルへ分配するようにも構成されてもよい。また、構造的支持フィンの頂部は、穿
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孔された上部プレート部分に対する構造的支持も提供してもよい。
【００１６】
　実施形態によっては、本システムは、２つ以上の穿孔されたプレート部分の底部フラン
ジ部分と槽のボトムヘッドの内面との間にフロー間隙を含む。ボトムヘッドと下部分配器
との間のフロー間隙の大きさは、槽内に吸着媒体を保持し、かつ液体が槽からボトムヘッ
ド送込み／流出ノズルを介して排出される流域を提供するように構成されてもよい。
【００１７】
　実施形態によっては、下部分配器は、穿孔された水平プレート部分を介して質量流量の
０％から２５％を、垂直部分を介して質量流量の５０％から９５％を、かつ間隙を介して
質量流量の５％から２５％を提供するように構成され、これらの範囲は、ボトムヘッド送
込み／流出ノズルから槽内部へ流れて吸着媒体に接触する、またはこの逆における合計質
量流量を基礎として、合計１００％になる。下部分配器は、一部の実施形態において、槽
内に、ノズル下流側における５つのボトムヘッド送込み／流出ノズルの内径内で少なくと
も０．９の均一性指数を有するフローを提供するように構成されてもよい。下部分配器は
、他の実施形態において、ボトムヘッド送込み／流出ノズルの軸に対して直角に質量流量
の７５％から９９％を、かつボトムヘッド送込み／流出ノズルの軸に対して平行に質量流
量の１％から２５％を提供するように構成されてもよい。
【００１８】
　また、本システムは、トップヘッド送込み／流出ノズルと、槽内にトップヘッド送込み
／流出ノズルに近接して配置される上部分配器と、を含んでもよい。上部分配器は、ガス
の流れの少なくとも一部をトップヘッド送込み／流出ノズルの軸に対して直角方向に分配
するように構成される１つまたは複数のフロー許容機能を備える、トップヘッド送込み／
流出ノズルと流体連通する流管を含んでもよい。また、上部分配器は、液体が上部分配器
から槽内へ排出されることを可能にする１つまたは複数の穿孔を備える下部キャップ部分
も含んでもよい。
【００１９】
　別の態様において、本明細書に開示する実施形態は、槽の下部ヘッドにおいて用いるた
めの分配器に関する。本分配器は、少なくとも１つのフロー許容面と、少なくとも１つの
フロー許容面へ構造的支持を提供し、分配器からの負荷を分配器が配置される槽ノズルへ
伝達し、かつ槽ノズルへ取り外し可能に取り付けられるように構成される少なくとも１つ
の構造的支持フィンと、を含んでもよい。
【００２０】
　別の態様において、本明細書に開示する実施形態は、槽の下部ヘッドにおいて用いるた
めの分配器に関する。本分配器は、２つ以上の穿孔されたプレート部分であって、上部フ
ランジ部分、底部フランジ部分および垂直部分の周縁を画定する２つの垂直フランジ部分
を含む２つ以上の穿孔されたプレート部分と、２つ以上の穿孔されたプレート部分の上部
フランジ部分へ接続される穿孔された上部プレート部分と、を含んでもよい。
【００２１】
　また、本分配器は、連接される垂直フランジ部分間に配置される構造的支持フィンも含
んでもよい。構造的支持フィンは、底部フランジ部分の下を延びて槽のボトムヘッド送込
み／流出ノズル内へ至り、かつ下部分配器をボトムヘッド送込み／流出ノズルの中央に置
くように構成されてもよい。構造的支持フィンの頂部は、穿孔された上部プレート部分に
対する構造的支持を提供してもよい。
【００２２】
　別の態様において、本明細書に開示する実施形態は、槽内へのフローの分配において用
いるための分配器に関する。本分配器は、分配器を介するフローを許容する１つまたは複
数の開口を含む垂直部分と、当該垂直部分へ接続される、分配器を介するフローを許容す
る１つまたは複数の開口を含む上部プレート部分と、前記垂直部分および上部プレート部
分へ接続される１つまたは複数の構造的支持フィンであって、分配器に対する構造的支持
を提供し、かつ分配器からの負荷を分配器が配置される槽ノズルへ伝達するように構成さ
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れる１つまたは複数の構造的支持フィンと、を含んでもよい。
【００２３】
　別の態様において、本明細書に開示する実施形態は、槽に関する。この槽は、フロー開
口および当該開口を取り囲むノズルを有するボトムヘッドを含んでもよく、ノズルは、液
体を槽から自由に排出させるように開口へ向かって傾斜する。
【００２４】
　他の態様および優位点は、以下の説明および添付された請求の範囲から明らかとなるで
あろう。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本明細書に開示する実施形態に係る分配器装置を示す等角図である。
【図２】本明細書に開示する実施形態に係る分配器装置の一部を示す略図である。
【図３】本明細書における実施形態に係る分配器装置を示す平面図であり、分配器装置の
トップ部分を介する流体フローの計算流体力学（ＣＦＤ）に係る解析結果も示している。
【図４】本明細書に開示する実施形態に係る分配器装置を示す別の輪郭図である。
【図５】本明細書における実施形態に係る分配装置を含む吸着システムを示す略図である
。
【図６】本明細書における実施形態に係る分配器装置において有益である構造的支持フィ
ンを示す断面図である。
【図７】本明細書における実施形態に係る分配装置を含む吸着システムの下側部分を示す
略図である。
【図８】本明細書における実施形態に係る分配器装置を示す平面図である。
【図９】分配器装置および槽の一部を示す図である。
【図１０】分配器装置および槽の一部を示す図である。
【図１１】本明細書における実施形態に係る分配装置を含む吸着システムの上側部分を示
す略図である。
【図１２】本明細書における実施形態に係る分配器装置を示す輪郭図である。
【図１３】本明細書における実施形態に係る吸着システムの上側部分に位置決めされた分
配装置を示す側面輪郭図である。
【発明の詳細な説明】
【００２６】
　本明細書に開示する実施形態は、概して、フローの、媒体充填床を含む槽内への分配に
関する。このような床が適用される一例は、圧力スイングまたは温度スイング吸着システ
ムである。より具体的には、本明細書に開示する実施形態は、フローを圧力スイングまた
は温度スイング吸着システム内で分配するための装置、およびこのような装置を組み込ん
だ圧力スイングまたは温度スイング吸着システムに関する。
【００２７】
　ここで、図１を参照すると、開口またはノズルとの間で、直径等の主要サイズが圧力槽
自体より小さい圧力槽の圧力バウンダリを介するフローの分配において用いるための分配
器が示されている。分配器１０は、槽への、および／または槽からのフローを許容するた
めの少なくとも１つの表面を含み、分配器１０は、この少なくとも１つの表面によって、
フローを槽内へ均一に分配させてもよい。この少なくとも１つの表面には、フローを、開
口の軸に対して平行および前記軸に対して垂直の何れにも分配する能力がある。この表面
は、絶えずフローを許容するものである必要はなく、したがってフロー許容領域は、槽お
よびノズルシステムの配置ないし配列および流れ抵抗特性に適する方法で流体の高速分散
を提供するように配列されてもよい。説明を簡単にするために、ノズルが円形であって、
槽が円筒形である実施形態を示しているが、他の組合せも可能である。説明をさらに簡単
にするために、図１における分配器１０は、ノズルを介するフローに対して平行である１
つのフロー許容面と、垂直である１つのフロー許容面とを備えている。これらの表面は、
図１に示されているように直交している必要はなく、また、図示されているように存在す
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る表面が２つのみである必要もない。図１が示す実施形態において、ノズルの軸に対して
垂直である表面は、少なくとも１つのフロー許容部分１２を有する。同様に、ノズルの軸
に対して垂直である表面は、少なくとも１つの部分１４を有する。
【００２８】
　フロー許容領域に関連して、ある実施形態は、穿孔されたプレートを用いるが、他の実
施形態は、溶接棒またはろう付け棒のアレイ、１層または複数層の金網、多孔質ポリマー
または多孔質金属フォームまたは焼結粉末金属を用いる場合もある。フロー許容機能は、
その特徴的な大きさが、関連槽内の充填床における粒子より小さいものであるべきである
。また、フロー許容機能は、充填床媒体から摩耗して上流または下流機器を損傷し得る臨
界サイズの粒子より小さいものであるように選ばれてもよい。この小ささは、単層によっ
て、または複合構造体、例えば、ワイヤクロス等の堅くない他の何らかの媒体で覆われる
極めて堅い穿孔された媒体、によって達成されてもよい。
【００２９】
　図１において、フローを許容する手段は、シート素材における穿孔、ドリリングまたは
レーザ光、水、他のジェットによるカッティングによって製造されるもの等の平面材料内
の孔である。孔の大きさは、槽内の充填媒体の大きさより小さいものであるように選ばれ
てもよい。あるいは、孔は、バルブ、コンプレッサ、他等の上流または下流機器を損傷す
る可能性もある臨界粒子サイズより小さいものであるように選ばれてもよい。孔サイズの
選定は、アプリケーションに依存する。また、フロー許容面は、焼結金属粉末、金属フォ
ーム、織または不織金属メッシュ、フォームまたはスクリーン、多孔質ポリマー、他等の
代替物も適用可能である。また、フロー許容手段も、これらの材料の組合せで作られる複
合材またはハイブリッドであってもよい。
【００３０】
　実施形態によっては、穿孔された上部プレート部分１４は、図１に示されているような
穿孔された平板であってもよい。他の実施形態において、穿孔された上部プレート部分は
、１つまたは複数の円錐、球形または楕円形部分から形成されてもよく、一方で、このよ
うな形状は、効果的には、静的または動的な流体圧力または重力による印加負荷に起因す
る圧潰に対して分配器装置の剛性を高める場合がある。当然ながら、この少なくとも１つ
のフロー許容面は、スピニング、深絞り、機械加工、プラズマ溶射、熱間等静圧圧縮成形
、他等により、一体式に形成されてもよい。このような単一面は、弧状、角柱形または他
の形状であってもよく、その例は、形状がボールまたはポットに類似するものであること
が可能である。
【００３１】
　フロー分配器１０の重要な一属性は、静流体圧力、動流体圧力、圧力槽への付着による
熱または圧力誘導の外部歪、および槽内に配置される充填媒体の重量による重力に起因す
るもの等の１つまたは複数の機械的負荷を受けることである。これらの負荷は、個々に、
または別々に作用することがある。これらは、均一であっても、局在化されてもよい。こ
のような負荷の作用が組み合わさると、フロー許容面の機械的圧潰が引き起こされる可能
性がある場合もある。
【００３２】
　機械的破損を防止するために、フロー許容面は、均一に分配される負荷、または点負荷
に耐えなければならない。負荷が、表面の、槽に面する面から加われば、結果的に生じる
応力によって、分配器１０は圧潰または座屈する傾向がある。座屈の回避は、剛性を高め
ることによって促進される。剛性を高めるために、部分１２は、上部フランジ部分１６と
、底部フランジ部分１８と、１つまたは複数の垂直フランジ部分２０と、を含んでもよい
。フランジ部分１６、１８、２０は、垂直部分２４の周縁を画定してもよく、かつフロー
許容面を圧潰しないように補強してもよい。補強手段としては、リブの強化、金属または
複合材部分を厚くすること、穿孔をなくした部分、他等の代替手段が適用されてもよい。
【００３３】
　図１において、フランジ部分１８は、槽の圧力バウンダリとフロー許容面との間の間隙
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８０を画定している。この間隙は、（フロー許容面の槽へ向かう側で）槽内に発生する液
体材料の蓄積が、フロー許容面が槽の圧力バウンダリと接するかまたはこれに接合されて
いる場合に形成されると思われるような溜まりも割れ目への捕捉もなく流れることができ
るようにする。圧力槽表面は、ノズルが壁に貫入する場所で局所的に凹面であることから
、この特徴は、ノズルが円筒形圧力槽のボトムヘッドに入るように配置される場合等、蓄
積されるあらゆる液体の排出を重力が補助するようにノズルが配置される場合に、特に効
果的である。ある実施形態において、フロー許容面と圧力槽バウンダリとの間の間隙は、
大きさがフロー許容面内の開口に匹敵するように選ばれる。この方法では、この間隙も、
所定のサイズの粒子を圧力槽とノズルとの間へ進ませない。その他、存在する液体の表面
張力、環状のフロー形状等を基礎とする大きさが選ばれてもよい。
【００３４】
　分配器装置は、穿孔されたプレートからプレスブレーキ作業を介して圧延または処理さ
れてもよく、かつ凹面または平らな蓋（二面）を有してもよい。これは、深絞りされても
よく（即ち、調理鍋のように）、かつ一面を有してもよい。本質的に、分配器は、少なく
とも１つの構造的支持によって支持される少なくとも１つのフロー許容面を有する。こう
して構成される分配器は、フロー変動を、槽の主要な圧力保持面を介するノズルまたは開
口の下流における５個から１０個未満のノズル寸法の平均流速の＋／－５％まで低減する
。ある実施形態において、フロー分配アッセンブリは、フロー分配アッセンブリ自体と圧
力槽の隣接面との間で蓄積される流体を捕捉せず、よって、癒合した液体を、それが流体
剪断および／または重力のみによって、もしくはこれらの組合せによって除去され得るよ
うに、ノズルまたは開口内へ排出させることができる。このような除去は、時間的に連続
的であってもよく、また断続的であってもよい。
【００３５】
　フロー許容手段および構造的支持は、同じ材料であってもよく、または、互いに、かつ
圧力槽とは異なる材料であってもよい。
【００３６】
　フロー許容部分は、構造的支持へ、負荷を伝達するが除去も許容する方法で取り外し可
能に接続されてもよい。例示的なアタッチメント手段は、腐食、周期的圧力および／また
は温度誘導負荷に耐性があり、かつ取り外しが可能である。例は、ねじ締結具、リベット
、安全線、溶接、蝋付け、はんだ付けおよび接着である。アタッチメント手段が金属製で
あれば、ある実施形態において、これらは、フロー許容手段および構造的手段の一方また
は双方に対してガルバニックに貴である。別の実施形態において、これらは、ガルバニッ
クに中性である。別の実施形態において、固定手段は、ボルトの場合のポリマーワッシャ
およびスリーブの準備がそうであるように、構成要素からガルバニックに絶縁されて配置
される。別の実施形態において、締結具および固定されるパーツは、穿孔されたプレート
内の穿孔を介する排出等によって、流体がアセンブリから排出され得るように配置される
。
【００３７】
　少なくとも１つのフロー許容部分１２は、六角柱形状、八角柱形状または円筒形状の構
造体を形成するために、個々の垂直フランジ部分２０で連接されてもよい。その他、３つ
以上の側面を有する円筒形状の構造体が使用されてもよい。同様に、記述されている一般
表面は、互いに直交している必要はなく、よって、分配器１０は、円錐台または他のさら
に複雑な幾何学的回転体の形状を想定してもよい。接続を容易にするために、２つ以上の
穿孔されたプレート部分１２は、曲げられても、撓められてもよい。例えば、図１に示さ
れているように、分配器は、各々が１３５度の内側への曲げ角度３０を有する４つの穿孔
されたプレート部分１２を含んでもよく、かつ垂直フランジ部分２０は、１３５度の内側
への曲げ角度で接続されるように構成されてもよく、結果的に、正八角柱形状の構造体と
なる。図８に示されているように、分配器は、各々が１２０度の内側への曲げ角度を有す
る３つの穿孔されたプレート部分１２を含んでもよく、かつフランジ部分は、１２０度の
内側への曲げ角度で接続されるように構成されてもよく、結果的に、正六角柱形状の構造
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体となる。
【００３８】
　２つ以上の穿孔されたプレート部分１２は、個々の垂直フランジ部分２０に沿った１つ
または複数のロケーションで、溶接等の接合部２８を介して連接されてもよい。実施形態
によっては、溶接は、これらの部分または１つの部分の複数の一部が分配器全体を交換す
る必要なしに取り換えられ得るように、研磨できるものであってもよい。実施形態によっ
ては、２つ以上の穿孔されたプレート部分は、ボルト、ねじまたは当技術分野で知られる
他のタイプの接合部のうちの少なくとも１つを介して連接されてもよい。このような接合
部は、使用されてもよいが、弛みおよび腐食の可能性が、このような接合部の望ましさを
限定する場合がある。ある実施形態において、締結具は、弛み止め用封止剤、ねじ構成部
品の雄部および／または雌部のうちの一方またはそれ以上におけるポリマーロッキング域
、安全ワイヤまたは割りピン、または「ストーバナット」または「ロックワッシャ」等の
機械的固定機能等の難除去性機能を備えてもよい。同様に、穿孔された上部プレート部分
１４は、２つ以上の穿孔されたプレート部分１２の上部フランジ部分１６へ、図示されて
いるようなボルト２５、溶接または当技術分野で知られる他の接合部等を介して連接され
てもよい。
【００３９】
　分配器１０にかかる機械的負荷は、支点へ伝達されなければならない。先行技術に係る
分配器は、概して、フロー許容面の概略位置で圧力槽の圧力バウンダリへ付着されている
。圧潰に耐えるに足る剛性が望ましいことに起因して、この組立ては、機械的に堅固であ
り、よって面と槽との接合は、槽面の動きを抑止する。この事実により、高度に局所化さ
れた機械的応力が発生し、これにより、圧力槽バウンダリまたはフロー許容面の一方また
はそれ以上にひびが入りやすくなる。分配器１０では、フロー許容面の構造的支持が、圧
力槽主要壁内の応力を低サイクル疲労により破損が生じる値にまで増加させない方法で実
行される。例えば、応力は、ＡＳＭＥ圧力容器コードの部門２、セクションＶＩＩＩに記
載されている値以下のレベルに制御されてもよい。ある実施形態において、本分配器は、
連接される垂直フランジ部分２０間に配置される少なくとも１つの構造的支持フィン３２
を含む。構造的支持フィン３２は、槽内でのデバイスの適切な配置、および分配器１０へ
使用中に加わる負荷の伝達を見込むように提供されてもよい。例えば、図１、図３および
図５に示されているように、構造的支持フィン３２は、分配器構造の中心へ向かって半径
方向の内側へ延びてもよい。図６においてさらに明瞭に示されているように、フィン３２
は、上部４０と、内側４２と、外側４３と、セントラライザ部分４４と、を含んでもよい
。セントラライザ部分４４は、（図５に示されているように）分配器１０の底部フランジ
部分１８の下で槽５２のボトムヘッド送込み／流出ノズル６０内へ延び、かつ下部分配器
をボトムヘッド送込み／流出ノズル６０の中心に置くように構成されてもよい。これにつ
いては、後に詳細に示しかつ説明する。
【００４０】
　構造的支持フィン３２の上面４０は、穿孔された上部プレート部分１４の底面に係合し
、穿孔された上部プレート部分に対する構造的支持を提供するように構成されてもよい。
したがって、分配器１０より上の吸着剤材料の重量による負荷は、フランジ部分２０との
接合部を介して残りの分配器構造へ分配され、かつセントラライザ部分４４およびフラン
ジ部分２０が圧力槽バウンダリへ接合され得る槽バウンダリへ分配されてもよい。分配器
の一実施形態において、機械的接続点は、ノズル開口直径の軸方向突起の縁からノズル直
径の１／２未満に存在する。別の実施形態において、これらの機械的接続点は、ノズル直
径の軸方向突起から前記直径の１／４未満に存在する。接続の手段は、フィンと圧力バウ
ンダリとの接合点とフロー許容面との間で構造的支持フィン内にリリーフカットを設ける
こと等により、槽自体の内部における局所化された応力の発生を最小限に抑えるように構
成されてもよい。構造的支持フィンと接続点との接合部は、接続点に接する構造的支持フ
ィン内に隅肉溶接を行なう、または厚くされかつ成形された部分を当てること等によって
滑らかにされてもよい。
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【００４１】
　また、構造的支持フィン３２は、実施形態によっては、穿孔されたプレート部分１２間
に所望される角度および連接性を提供するように構成されてもよい。使用される構造的支
持フィンの数は、分配器構造を形成する際に使用される部分１２の数に依存してもよい。
例えば、図８に示されているもの等、３つの部分１２から形成される六角形構造は、３つ
のフィン３２を含んでもよく、同様に、４つの部分１２から形成される八角形構造は、４
つのフィン３２を含んでもよい。これより多い、または少ない数の部分１２を有する構造
体は、より多い、またはより少ない数のフィン３２を含んでもよい。また、フィンは、部
分１２間の全ての接合部で使用されなくてもよく、例えば、８つの部分１２を用いる八角
形構造の場合、結果的に所望される心出しおよび構造的特性を達成するために４つのフィ
ン３２が設けられてもよい。フィンの構造は、単体であっても、別々であってもよく、例
えば、フィン３２は、実施形態によっては、分配器１０の中心で接合してもよく、他の実
施形態では、図３に示されているように、互いに独立していてもよい。
【００４２】
　フィン３２の上面４０と内側４２との間の角度４５は、とりわけ、フィン３２の構造の
単一性または独立性、構造的支持関連の考察事項およびフィンがノズル６０内へと延びる
設計深度、に依存してもよい。実施形態によっては、角度４５は、他の実施形態における
約３０度から約７５度までの範囲内等、約１５度から約９０度までの範囲内であってもよ
い。
【００４３】
　これまでに論じた分配器装置１０は、槽内部に含まれる、槽の下部入口／出口に楕円形
または半球形のエンドクロージャを有する充填床内で、フローを高速分配するために使用
されてもよい。例えば、分配器装置１０は、圧力スイング吸着システムまたは温度スイン
グ吸着システム内で、蒸気流を槽内に含まれる吸着媒体内へ分配するために使用されても
よい。
【００４４】
　次に、図７を参照すると、本明細書における実施形態に係る圧力スイング吸着システム
または温度スイング吸着システムが示されている。本図における類似の数字は、類似のパ
ーツを表している。吸着システム５０は、トップヘッド５４、ボトムヘッド５６およびこ
れらの間の円筒領域５８を有する槽５２を含んでもよい。トップおよびボトムヘッド５４
、５６は、半球形であっても、楕円形であってもよく、かつこれらは各々、個々に、槽の
中心軸に近接して位置決めされ得る送込み／流出ノズル５９、６０を含んでもよい。
【００４５】
　槽内には、吸着システム５０の使用中のガス分離を容易にすること等のために、１つま
たは複数の吸着媒体（不図示）が配置されてもよい。吸着媒体は、槽内の空いた空間全体
を満たすように選択されなくてもよく、したがって、槽内の１つまたは複数のロケーショ
ンに不活性材料が位置決めされてもよい。このような材料の例には、吸着剤材料を物理的
に支持することを目的とする、セラミック球、リング、クローバーリーフまたは当技術分
野で知られる他の形状等の材料が含まれる。さらに、槽内部の異なる場所で異なるサイズ
の材料を使用して、例えば媒体から溢れる流体による流動化を抑止する、または媒体の総
移動を防止することも知られている。図７に示されているように、槽は、様々な部分１－
８を含んでもよく、かつこれらの部分内に配置される吸着媒体または他の粒子のタイプ、
粒子サイズおよび吸着容量は、変わってもよい。使用される吸着媒体は、典型的には、元
来略球形または円筒形であり、供給時には、一定範囲の粒子サイズを含む。吸着媒体の粒
子サイズ分布は、約１ｍｍ、１．５ｍｍ、２ｍｍ、２．５ｍｍ、３ｍｍまたは５ｍｍの最
小サイズから、５ｍｍまたは１０ｍｍの最大サイズにまで及んでもよい。槽内の、本明細
書に開示する分配器１０に接触する一層内に配置され得る好ましい吸着媒体は、典型的に
は約１．５ｍｍまたは２ｍｍより大きい粒子サイズＤ１０を有する（Ｄ１０は、記載サイ
ズより少ない直径を有する粒子は、分布される粒子のうちの１０％でしかないというサイ
ズを規定するものである）。
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【００４６】
　ある実施形態において、分配器１０に隣接して置かれる材料は、吸着器内で使用される
平均粒子サイズよりも実質的に大きい。例えば、分配器に隣接する媒体は、３ｍｍを超え
る大きさを有してもよい。さらなる実施形態において、さらに粗い媒体の層１（図７）は
、分配器１０を半径方向に取り囲む一層内に配置される。この層の深さは、槽内への分配
器１０の突出または高さと略同じか、またはそれより浅い深さであるように選ばれてもよ
い。別の実施形態において、この層１は、前記高さより高いが、前記高さの２倍より低い
。この層１内の粒子の平均直径は、槽内に設けられる他の層のジオメトリに依存して、３
ｍｍから５０ｍｍまでの間であるように選ばれてもよい。ある実施形態では、層１の直上
へ、次第に粗くなくなる材料による層２が設けられる。この層２は、分配器１０に隣接し
ていてもよく、または、分配器から層１によって、またはメッシュ、フォーム、フェルト
、ウール、他であり得るフロー許容性のセパレータバリア等の他の何らかの材料によって
分離されてもよい。層２の粒子サイズは、層１のそれと槽内の他の層のそれとの間である
。ある実施形態において、層２内の粒子の直径は、層１の粒子直径の１５％から９０％ま
での間である。同様に、次の隣接層３における粒子直径は、層２のそれよりさらに小さい
ものであるように選ばれてもよい。あるいは、層２と層３との間に、メッシュ、フォーム
、フェルト、ウール、他等のさらなる分離バリアが置かれてもよい。実際には、各層間の
境界がバリア層を伴なう場合もあれば、材料が互いに直に接する場合もあり、このような
分離バリアを用いる選択は、本発明を決して限定するものではない。
【００４７】
　分配器１０等の下部分配器は、槽内に配置されてもよい。配置された状態で、分配器１
０は、ノズル６０を介してボトムヘッド５６へ連接する開口６２を取り囲んでもよい。先
に述べた一実施形態におけるように、下部分配器１０は、少なくとも１つの穿孔されたプ
レート部分１２と、穿孔された上部プレート部分１４とを含んでもよい。穿孔されたプレ
ート部分１２は、上部フランジ部分１６と、底部フランジ部分１８と、垂直部分２４の周
縁を画定する２つの垂直フランジ部分２０と、を含んでもよい。穿孔された上部プレート
部分１４は、２つ以上の穿孔されたプレート部分１２の上部フランジ部分１６へ連接され
てもよい。
【００４８】
　分配器１０を介する適正なフローを見込むと同時に、吸着媒体を槽５２内に保持するた
めに、（例えば、図２および図４に示されているように）２つ以上の穿孔されたプレート
部分１２および穿孔された上部プレート部分１４を介する穿孔２２の直径は、吸着媒体の
直径より小さくてもよい。分配器は、１ｍｍ未満の直径を有する塵およびデブリによる目
詰まりに抗するに足る大きさであるが、同時に吸着媒体が分配器を通過できないほど細密
でもある穿孔２２を含んでもよい。実施形態によっては、穿孔２２は、３ｍｍ、３．５ｍ
ｍ、４ｍｍ等の約１ｍｍから約４ｍｍまでの範囲内の直径、またはこの範囲内のあらゆる
サイズを有してもよい。
【００４９】
　下部分配器１０は、連接される垂直フランジ部分２０間に配置される構造的支持フィン
３２を含んでもよい。先に述べたように、かつ図５および図７に示されているように、構
造的支持フィン３２は、底部フランジ部分１８の下でボトムヘッド送込み／流出ノズル６
０内へと延び、かつ下部分配器１０からの負荷をボトムヘッド送込み／流出ノズル６０へ
伝達するように構成される。図から分かるように、フィン３２は、ヘッド５６または槽の
圧力バウンダリへ、開口の軸に沿って開口の突起から、開口６２の直径の半分を超えない
ように取り付けられる。フィン３２の延設部の外面４４は、弧状の延設部のフィンのよう
に最高点７１から最下点７２まで滑らかに漸進してもよく、または最高点から最下点へと
漸進する不連続線形部分であってもよい。フィンは、ノズル６０へ、溶接または先に述べ
た他の手段等によって接合されてもよい。フィンは、分配器１０からの負荷を流量ノズル
へ、高い局所化された応力を発生させるのでヘッド５６を抑止することなく、伝達しても
よい。
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【００５０】
　先に述べたように、２つ以上の穿孔されたプレート部分１２は、六角形、八角形または
その他円筒形の構造体を形成するために、個々の垂直フランジ部分２０で連接されてもよ
い。こうして形成される構造体は、ボトムヘッド５６の内部に近接する下部ヘッド送込み
／流出ノズル６０の内径６３より大きい平均外径を有してもよい。本明細書で使用してい
る、六角形等の非円形の分配器構造の平均直径は、図９に示されているように、（頂点か
ら頂点へ弧を描く円の）最大外径６３と、（面から面への）最小外径６５との平均として
定義される。外とは、ここでは、底部フランジの最も外側の縁または面に相対して定義さ
れる。
【００５１】
　実施形態によっては、最大外径６３は、下部ヘッド送込み／流出ノズル６０の内径６７
より大きい。最小外径６５は、ノズル６０の内径６７より大きくても、小さくてもよい。
ノズル６０は、ボトムヘッド５６から先細にされてもよく、ボトムヘッドの形状は、楕円
形または半球形であり得ることから、ボトムヘッドの内面は、図１０に示されているよう
に、平坦でなくてもよい。
【００５２】
　最大径および最小径６３、６５は、図１に示されているように、２つ以上の穿孔された
プレート部分１２の底部フランジ部分１８の一部と、ノズル６０に近接する槽のボトムヘ
ッド５６の内面との間に間隙８０が形成されるように選択されてもよい。ボトムヘッドと
下部分配器との間の間隙の大きさは、分配器が槽内に吸着媒体を保持し、同時に、液体を
槽からボトムヘッド送込み／流出ノズル６０を介して排出する流域が提供されるように選
択されるべきである。開口または孔６７は、ノズル６０と槽５２との間のフローを可能に
する。ノズル自体は、孔６７に近い補強されるゾーン６９を取り囲む。本明細書における
実施形態が用いるノズルは新規であり、液体が槽５２からノズル６０内へ排出されるよう
に開口（孔）へ向かって傾斜している。ノズル６０は、スピニングまたは鍛造等によって
ヘッド５６から形成されてもよく、または、プレート、鋳物または鍛造品から鋳造、鍛造
または機械加工される別個の一片であってもよい。ノズルは、所定位置に溶接されて槽の
一部を形成してもよいが、ろう付け、はんだ付けなどが行われてもよい。フロー許容面１
２とノズル６２との間の間隙は、ノズル６２の傾斜または曲線と共に、組み合わされて液
体の自由かつ迅速な排出を可能にする。したがって、流域は、槽の底における分配器の上
またはその周囲での液体のあらゆる深刻な蓄積を防止することができる。
【００５３】
　したがって、下部分配器１０は、ノズルから槽内へ、または槽からノズルへの何れでも
、上部プレート１４内の穿孔、垂直部分２４内の穿孔および槽と分配器１０との間に形成
される間隙８０を介することを含む、流体が分配器を通過し得る３つの経路を提供する。
実施形態によっては、分配器１０は、ノズルの軸に対して直角に質量流量の７５％から９
９％または１００％まで、およびノズルの軸に対して平行に質量流量の０％または１％か
ら２５％までを提供するように構成されてもよい。他の実施形態において、分配器１０は
、ノズルの軸に対して直角に質量流量の９０％から９９％または１００％まで、およびノ
ズルの軸に対して平行に質量流量の０％または１％から１０％までを提供するように構成
されてもよい。他の実施形態において、分配器１０は、分配器のフロー許容面を介して質
量流量の７５％から９５％を、かつ間隙を介して質量流量の５％から２５％を提供するよ
うに構成されてもよい。間隙を通過し、かつノズルの軸に対して垂直なフロー許容面を通
過する流れの相対的比率は、これらの構成要素の相対的ジオメトリを変えることによって
自由に選択されてもよい。
【００５４】
　実施形態によっては、分配器１０は、穿孔された水平プレート部分を介して質量流量の
０％または１％から２５％を、垂直部分を介して質量流量の５０％から９５％を、かつ間
隙を介して質量流量の５％から２５％を提供するように構成されてもよく、これらの範囲
は、ボトムヘッド送込み／流出ノズルから槽内部へ流れて吸着媒体に接触する、またはこ
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の逆における合計質量流量を基礎として、合計１００％になる。他の実施形態において、
分配器１０は、穿孔された水平プレート部分を介して質量流量の０％または１％から１０
％を、垂直部分を介して質量流量の７０％から９０％を、かつ間隙を介して質量流量の１
０％から２０％を提供するように構成されてもよい。
【００５５】
　上部プレート１４を介する流量に影響を与えるために使用され得る１つの変数は、（穿
孔の数等の）フロー許容合計面積である。図１および図３に示されているもの等の一部の
実施形態では、プレートの中央部分のみがフロー許容機能（穿孔）を含んでもよい。他の
実施形態では、上部プレート１４の全体が、フロー許容機能を含んでもよい。さらに他の
実施形態において、上部プレートは、プレートの中心領域に、穿孔の輪が中心領域から外
側へ半径方向に離隔されている穿孔の集まりを有してもよい。穿孔の位置および数は、他
の変数の内でもとりわけ、上部プレートの強度要件、および上部プレートおよび垂直部分
２４を介するフローから結果的に生じる望ましい拡散パターン、に依存してもよい。した
がって、実施形態によっては、フロー許容エリアは、上部プレート１４の全表面をカバー
してもよく、または、その一部のみをカバーするように選ばれてもよい。ある実施形態に
おいて、フロー許容エリアは、中心領域にのみ存在し、中心領域の直径は、上部プレート
１４の直径の２５％から９０％であってもよい。
【００５６】
　下部分配器１０は、槽内の数個の入口ノズル直径内で均一なフローを提供するように構
成されてもよい。例えば、フローは、（後に規定するように）ノズルの下流側における５
個の入口ノズル直径内で０．９以上であってもよく、他の実施形態では６個または７個の
入口ノズル直径内で０．９３以上であってもよく、かつ、さらに他の実施形態では８個か
ら１０個の入口ノズル直径内で０．９５以上であってもよい均一性指数を有してもよい。
比較として、槽内へ分配器なしに導入されるジェットは、２０個の入口ノズル直径に渡っ
て存続する場合がある。
【００５７】
　下部分配器１０は、フローがボトムヘッド５６から円筒領域５８へ通る（湾曲した部分
から直線部分へ通る）と、槽内に、軸方向の大きな流れの５％以内である蒸気の上側への
流れを提供するように構成されてもよい。高さが約０．７５ｍであるボトムヘッドを有す
る槽の場合等の一部の実施形態では、下部分配器１０は、ボトムヘッドからトップヘッド
へ蒸気を通す際に、槽内に、下部分配器より上に０．５ｍの高さで軸方向の大きな流れの
１０％以内、下部分配器より上に１ｍの高さで軸方向の大きな流れの１．５％以内、であ
る蒸気の上側への流れを提供するように構成されてもよい。
【００５８】
　上部プレート１４を通過するフローの、穿孔されたプレート部分１２に対する相対量は
、フローの均一性がどの程度迅速に達成されるか、および、槽の底部分に位置決めされる
、特にボトムヘッド５６の外側部分に近い吸着剤材料の全体的使用、に強く影響する場合
がある。上部プレート１４内の穿孔数の、分配器１０の構造全体の穿孔数に対する比は、
約１：８から約１：１６までの範囲内等、約１：５から約１：２０までの範囲内であって
もよく、大部分の穿孔が部分１２上に存在し、したがって上部プレートを介する軸方向で
はなく半径方向へより多量のフローが分散されることが規定される。
【００５９】
　先に述べたように、分配器１０は、比較的強い構造体でなければならない。上部プレー
ト１４、部分１２およびフィン３２の製造に使用される材料の厚さは、槽内の吸着剤の重
量を支えるに足る強度を構造体に与えるように選択されるべきであるが、同時に、使用中
に遭遇し得る圧力ならびに流れの向きの急激な変化の可能性に対応する幾分かの弾力性／
柔軟性を有するようにも選択されなければならない。穿孔を介する圧力降下も、所望され
る材料厚さに強く影響することがある。また、底部フランジ部分１８、上部フランジ部分
１６および垂直フランジ部分２０の幅も、これらの要件を考慮して選択されるべきである
。
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【００６０】
　部分１２の全高も、所望されるフロー許容エリア比ならびに構造の要求強度および柔軟
性を基礎として選択されてもよい。実施形態によっては、部分１２の高さは、上部プレー
ト１４の平均直径に略等しくてもよい。他の実施形態において、部分１２の高さは、上部
プレート１４の平均直径より少なくてもよい。例えば、部分１２の高さの、上部プレート
１４の平均直径に対する比は、一部の実施形態において約０．１：１から約１：１までの
範囲内、他の実施形態において約０．２：１から約０．８：１までの範囲内、かつさらに
他の実施形態において約０．２５：１から約０．５：１までの範囲内であってもよい。他
の実施形態において、部分１２の高さの、ノズル６０の内径に対する比は、約０．７５：
１から約１．５：１までの範囲内等、約０．５：１から約５：１までの範囲内であっても
よい。
【００６１】
　再度図７を参照すると、吸着システム５０は、槽内へトップヘッド５４の送込み／流出
ノズル５９に近接して配置される上部分配器９０も含んでもよい。上部分配器９０は、ト
ップヘッド送込み／流出ノズル５９と流体連通するフロー許容円筒流管９２を含んでもよ
い。フロー許容エリアは、孔、スロットまたは他の開放部位を介して設けられてもよい。
例えば、孔は、穿孔（穴あけ）、レーザまたはウォータージェットカット、機械加工等で
形成されてもよい。あるいは、フロー許容エリアは、先に述べたように、焼結金属、金属
フォーム、ワイヤメッシュまたは複合材等の材料で構成されてもよい。
【００６２】
　図７および図１１に示されているように、上部分配器９０は、トップヘッド送込み／流
出ノズル５９を介して延びる垂直管部分９３を含んでもよい。トップヘッドノズル５９の
フランジまたは他の設計態様は、ノズル５９を通って管部分９３を環状に配置するように
適切に選択されてもよい。
【００６３】
　上部分配器９０を介するフローの分散は、図１２に示されているような、流管９２の一
部に沿って設けられる穿孔９４を介して行われてもよい。穿孔された円筒流管９２におけ
る穿孔９４の直径は、ボトムヘッドで使用される先に詳しく論じたような方法と同様にし
て選択されてもよく、実施形態によっては、約１ｍｍから約３ｍｍまでの範囲内であって
もよい。図１３に示されているもの等の他の実施形態では、上部分配器９０を介するフロ
ーの分散は、細長いスロット９５を介して行われてもよく、スロット９５は、詰まりを制
限しかつスロットを介する吸着媒体の流れを回避するように選択される幅を有する。また
、フロー許容領域は、焼結金属、フォーム、浸透性ポリマー等の他の手段によって製造さ
れてもよい。
【００６４】
　上部分配器９０は、さらに、下部キャップ部分９６を含んでもよく、下部キャップ部分
９６は、１つまたは複数の穿孔９７（図１３）を含んでも、含まなくてもよい。穿孔９７
が存在する場合、これらは、液体が上部分配器９０から槽内へ排出されるための、ならび
に、液体が槽への、または槽からの垂直なフロー成分を提供して、上部分配器９０が流出
ノズルおよび入口ノズルとして使用される場合に所望されるフローの分配／均一性をもた
らすための流域となってもよい。
【００６５】
　槽内の穿孔された部分９２の相対的長さ、および穿孔された部分９２の位置は、槽５２
内のフローの全体的均一性を著しく乱すことなく管部分９３への流入を可能にするように
選択されるべきである。さらに、部分９２とキャップ９６との相対的な穿孔量は、下部分
配器１０に関して先に述べたものに類似する事項を考慮して選択されてもよい。
【００６６】
　実施形態によっては、上部分配器９０は、単体構造であってもよい。例えば、孔は、管
部分にドリルで開けられてもよく、続いてこれらは、永久的な溶接接続によって蓋をされ
てもよい。他の実施形態では、上部分配器９０を、分配器の一部の交換が容易であるよう
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にして製造することが望ましい場合がある。例えば、上部分配器は、管部分９３、穿孔さ
れた部分９２およびキャップ部分９６を含む３つの不連続部分で形成されてもよく、各々
が、ねじ接続または隅肉溶接またはグルーブ溶接等の小規模溶接を介して連接されてもよ
い。
【００６７】
　本明細書に開示する分配器の実施形態は、例えば、吸着システム内でフローを迅速に分
配するために使用されてもよい。吸着システムは、槽内に、槽の入口および出口において
楕円形または半球形のエンドクロージャを有する充填床を含んでもよく、かつこれは、循
環する吸着動作の間、一方向に高圧で動作してもよく、次には、反対方向に、低圧でパー
ジされる。循環する吸着プロセスについては、とりわけ、例えばＵＳ２０１３００４２７
５４、ＵＳ６７５５８９５、ＵＳ６８５８０６５、ＵＳ７６７４３１９およびＵＳ６７５
５８９５に記述されている。
【００６８】
　実施形態によっては、メタン／窒素混合物の圧力約２０バールにおける流量１．２ｋｇ
／秒を基礎として、入口ノズルから本明細書に開示する下部分配器を介するフローは、１
ｐｓｉ未満の圧力降下を有してもよく、他の実施形態では、０．１ｐｓｉ未満、他の実施
形態では、０．０１ｐｓｉ未満、さらに他の実施形態では、０．００５ｐｓｉ未満の圧力
降下を有してもよい。実施形態によっては、メタン／窒素混合物の圧力約２０バールにお
ける流量１．２ｋｇ／秒を基礎として、本明細書に開示する上部分配器を介するフローは
、パージステップの間に２ｐｓｉ、１ｐｓｉ、０．５ｐｓｉまたは０．２５ｐｓｉ未満の
圧力降下を有してもよく、他の実施形態では、０．２ｐｓｉ未満、他の実施形態では、０
．１５ｐｓｉ未満、さらに他の実施形態では、０．１ｐｓｉ未満の圧力降下を有してもよ
い。好ましくは、本明細書に開示する上部および下部分配器を介するフローは、循環動作
のパージステップの間に０．２５ｐｓｉ未満の最大合計圧力降下を有してもよい。サイク
ルにおける、送込み、排出または他の段階等の他の部分間の圧力降下は、上述のものより
大きい場合もあれば、小さい場合もある。
【００６９】
　本明細書における実施形態に係る分配器は、約１ｍｍ未満の直径を有する粒子等の塵ま
たはデブリによる目詰まりを抑える場合があり、しかも、槽内に保持される吸着媒体を逃
がさない十分な細密さがある。槽内に含まれる吸着剤の量は、略外径部分において最大で
あることから、フロー分配は、フローが槽の湾曲した部分、即ち槽の両端におけるヘッド
を出る時点では＋／－５％より優れている場合がある。
【００７０】
　処理される流体内に煙霧質または肉眼的な液滴が存在する場合、本明細書に開示する分
配器装置は、深刻な腐食を生じさせる可能性もあることから、液滴が分配器装置によって
捕捉されないように間隙または流路を提供する。同様に、下部分配器装置が圧力バウンダ
リの内面とインタフェースするゾーンも、分配器装置のバランスに適用される粒子の遮断
および／または移動に対抗する同じ制約を満たす。
【００７１】
　本明細書に開示する分配器装置は、分配器装置上に装着される粒子材料を支持し、かつ
このような吸着剤の重量、および槽を介する上方または下方へのフローを制御する上流ま
たは下流バルブの急激な故意または不慮の開放によって生じる瞬間的な高い圧力差、の双
方に起因する圧潰に抗することもできる。
【００７２】
　この物理的強度にも関わらず、本明細書に開示する分配器装置は、圧力バウンダリの妨
げとなるものでもなく、高い局部応力は全て回避される。このような高い局部応力は、疲
労クラック等の局所化された破損を引き起こす可能性がある。例示的な疲労クラックは、
水素圧力スイング吸着槽の場合のように、水素の存在によって加速される。本明細書に開
示する分配器装置は、高い局部応力を発生させないことから、局所化された破損は回避さ
れ得る。先に述べたように、微粒子が装着された槽に出入りするフローを分配するための
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。
【００７３】
　本明細書に開示する分配器装置は、柔軟性が要求される部位から離れて圧力バウンダリ
へ取り付けられる比較的堅いフィンを用いることに起因して、極めて高い圧縮強度を有し
てもよい。したがって、極めて堅い構造体は、結果的に、槽壁へ密に結合または連接され
る必要がない場合がある。凝縮液は、分配器の下部フランジの下へ自由に流れ出ることが
できることから、分配器装置は、液体用のトラップにはならない。
【００７４】
　最後に、本装置のフロー分配面は、腐食または浸食によって損傷されれば、ボルトを緩
めること、またはアタッチメント溶接の研磨および再溶接等によって新しくされてもよい
。これは、槽上での溶接を必要としない。槽上での溶接であれば、熱処理が必要となる場
合もあるが、それは、槽が一旦現場に設置されると非実際的である。さらに、分配器は、
送込みストリームにおける、かつ製造、設置および槽内での使用中に吸着剤材料の除塵に
よって存在し得る塵またはデブリを理由とする目詰まりを生じない。
【００７５】
　本明細書に開示する分配器装置の実施形態は、次のような優位点、即ち、局所化された
高応力領域を発生させない、流体を捕捉せず、槽内に急速な下向きフローが発生しても圧
潰に抗する、フローが槽の完全な円筒部分へ進入する前に、フロー変動を所望の標的範囲
まで減らす、低圧パージ中に生じる圧力降下を低くする、吸着槽に関連づけられる配管へ
の吸着媒体の移動を防止する、のうちの１つまたはそれ以上を提供する場合がある。本明
細書における実施形態は、同時に、機械的圧潰、フロー分配、局部応力の回避、液溜まり
の防止、およびデブリによる目詰まりの防止、の問題を解決する。また、本明細書におけ
る実施形態は、フロー分配器の設置、修繕および除去を容易にすることができる。
【００７６】
　実施例
　計算流体力学（ＣＦＤ）を用いて、本明細書に開示する実施形態に係る上部および下部
分配器から結果的に生じた吸着システム内のフローパターンを調べた。ＣＦＤの観察を、
次のような条件、即ち、多孔質媒体を全て層状のフローゾーンとして取り扱う、混合気（
水素およびメタン）を理想気体としてモデリングする、入口および出口管内のフローを、
標準ｋ－ｅモデルを用いて乱流としてモデリングする、槽を３１３Ｋにおいて等温である
ものとする、有孔性を定義して、慣性および粘性テンソルの双方を等方性としてモデリン
グする（エルガンの単純化）、槽を８つの領域（図７に示されているような、参照数字１
－８）に分けて、領域４－６内に配置される多孔質媒体からメタンを負の質量ソース項を
介して線形除去する、という条件を用いて実行した。
【００７７】
　入口組成物は、質量流量１．１９９ｋｇ／秒において８５．１重量％のメタン、および
１４．９％の水素を含んでいた。この混合体は、密度６．４ｋｇ／ｍ３であり、粘性は、
１．０７ｘ１０－５パスカル秒であった。出口は、圧力１９．９バールを有する純粋な水
素であった。
【００７８】
　モデルでは、上部および下部分配器の一実施形態の実際のジオメトリを用いた。穿孔さ
れたプレートのモデリングでは、分配器内の各穿孔（孔）を離散化して圧力損失とフロー
との関係を決定した。
【００７９】
　槽の各領域に進入するフローの表面均一性θを、速度の大きさスカラφを用いて、次式
により計算した。
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但し、

は、φの表面平均であり、φｆは、速度スカラの額面であり、かつＡｆは、一面の面積で
ある。均一性指数は、一表面上の速度の大きさスカラの分布を表す。速度が等しく分配さ
れれば、数値は１になる。吸着システムの領域（図７において画定されているゾーン）に
出入りするフローに関するＣＦＤ解析の表面均一性の結果を、表１に提示する。
【００８０】

【表１】

【００８１】
　分配器を出るフローの表面均一性は、０．７４であり、分配器がうまく機能しているこ
とが示唆されている。フローが第２の多孔質媒体領域へ入るまでに、表面均一性は、０．
９３まで高まり、フローはほぼ均一であって活発な吸着が優位となる（ゾーン４－６）。
【００８２】
　底部分配器を介するフローは、配管内の上流ベンドによって影響されることがある。例
えば、ベンドによって乱流および渦が引き起こされ得る結果として、穿孔された上部プレ
ートにおける一部分からは、他の部分より多いフローが出る場合があり、分配器１０の垂
直部分１２でも、これに似た不均衡配分が引き起こされることがある。実施形態によって
は、上部プレート内の穿孔の位置および／または数は、上流のフロー関連事項を基礎とし
て選択されてもよい。他の実施形態では、上部プレートを介するフローがより均一になっ
て上流の摂動を不能にするように、フィン３２が設計されかつ入口内でのフィンの配置（
分配器１０の方向づけ）が選択されてもよい。
【００８３】
　本開示が包含する実施形態の数は、限定的であるが、本開示より利益を得る当業者には
、本開示の範囲を逸脱しない他の実施形態を考案し得ることが認識されるであろう。した
がって、発明の範囲は、添付の請求の範囲によってのみ限定されるべきである。
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